
いただいたご意見・ご提案などを参考に活動のしおりが完成しました。

対応できなかったご意見については、来年度以降の引継ぎとさせていただきたいと思います。

・推薦はやめてほしい

・特になし

第３回　アンケート集計
アンケートのご協力ありがとうございました。（回答５２名／１５１世帯）

・任意での参加となると、役員の人数が集まらない可能性も考えられると思います。いい代替案はなかなか思いつきま
せんが、役員の仕事を更に細分化して、可能な限りお手伝いの方へ移行する、ということくらいでしょうか。現実には
なかなか難しいとは思いますが、役員とお手伝いの負担の差が小さくなっていくことが、役員の人数を維持することに
つながるのかな？という気がします。

・募集対象を在校生の両親に限定せず、在校生の祖父母や周辺地域の年配の方達にも広げてみては？退職している人が
多いだろうから、「仕事をしているから、PTAは無理！」ということにはならないはず。また「時間があるので、何か
役に立ちたい」という思いの人がいる・・・といいなぁ～・・・。

・他の募集案は思い浮かばないですが、人数が集まらなかった場合、その活動を会員が必要としていないのかと思いま
す。青連協のように他団体も改革が進んでいることから、脱退や当番外しへの働きかけをするのはどうでしょうか。

・１人で担うのは心細いけど仲の良い人と一緒に同じ役職（例えば、副会長の地域担当を２人でやるとか）ができるな
ら等、柔軟なやり方にしてみては？

・人が集まらないものは「やらない」という決断が必要。PTAはあった方がいい、でも役員をやるのは「自分以外の誰
か」という他責思考では任意のボランティア団体として成り立ちません。任意団体とは、本来その目的に賛同し自ら活
動する人たちが集まって構成されるものですので、立候補者がいない以上、その活動は不要だという会員の総意とみな
すことが妥当だと思います。

・これまでいろんな経緯があって今のポイント制に落ち着いたということもあるので、役員が決まらないのであればポ
イント制に戻してはどうでしょうか。

・任意団体ですと、立候補・推薦以外の方法がないように思います。。厳しいですが・・・それによって人数が集まら
ない可能性もあり得ると思いますが、その場合特に外部との対応が難しくなる事が予想されます。この小規模学校での
大々的な改革をしている事を外部に関わる相手方に伝えてその中で出来ること、どうしてもやらなければならない事を
その時の人数でカバーし合いながらやっていく。動きながら考えていく　というのが現時点では最善の策かなと思いま
す。

①現在年２回発行している広報誌ですが、紙での配付ではなく、

袖西小ＨＰなどで掲載する方法に変更してもよいか。

（ご自分で印刷できる形で掲載する）

②来年度の役員募集を【立候補・推薦】で行う予定ですが、他の方法で何か案がありましたら

お伺いしたいです。また、人数が集まらなかった場合の代替案もありましたら、重ねてお願いいたします。
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45件



※選択項目の【卒業又は引越しが決まっている】は

【その他】で記載しています。

・推薦は断りづらいのでやめてほしい

・現役員の皆さま、いつもありがとうございます。引き続きよろしくお願いいたします。

・PTA役員をやりたい気持ちはある。が、活動が平日の日中に集中する以上、それができないのがもどかしい。

～臨時総会で承認事項の変更ついて～

　・保護者からの要望、提案があったこと

　・説明不足で会員の不安が拭えていない事や、改革の目的である「無理なく楽しんで行う」ことが難しいこと

　　などから、人数を変更して募集することとなりました。

　　応募状況によって定期総会にて提議する形となりますことをご了承ください。

　・運営会については検討中です。

　　今回の規約の改正で不備な点などについても、定期総会にて提議する形となりますことをご了承ください。

令和4年度　PTA本部役員

・お疲れさまです。子供と楽しめる活動を考えてくださってありがとうございます。懇談会のあの緊張が無くなるのが
本当に嬉しいです。嫌な気持ちでやる姿よりも、親が楽しんでいる姿を子供達に見せていく機会が増えたら、とても良
い影響を与えられるのではないかと思っているので期待しています。宜しくお願いします。

・印刷物も相当費用がかかっているが、HP　広報誌は生徒保護者以外見れないように、安易にデータが使われたりし
ないように出来るのか？いつも内容同じで写真や文章変えてるだけだし、手間と費用を考えると広報誌自体必要ないと
思った。

・前回のアンケートで現在ポイントの有効活用の話がありましたが、今後の役員についても同じようにご褒美的なもの
があると、立候補する人が増えるかもしれないと思います。

・いつもありがとうございます。広報誌の年２回発行は絶対なのですか？会費の支出額が大きいのと部とお手伝いの統
合で今まで通りの制作は難しいのかなと感じました。年１回の発行または廃止は出来ないでしょうか。（学校HPでほ
ぼ毎日写真がアップされているので以前に比べ子ども達の様子はわかります）

・なぜ【会長】職が１名なのか。１名にするから、皆躊躇してしまうのだと思う。２～３名で【会長】の仕事をやって
みても良いと思う。

・ポイント制や免除裁判を実施してまで何とかして役員やお手伝い要員を集める事が目的になっており、組織を継続す
るために活動している状態になっていたと思います。袖西小の児童のために現代の保護者は何をしたいのか、何ができ
るのか、ボランティア団体としての目的を今一度見直す時期かと思います。PTAには、誰かが自己犠牲の気持ちや不公
平感を感じながら活動するのではなく、自分たちのワークライフバランスの中で、無理なく子どもたちを見守っていく
組織であってほしいです。それぞれが自分たちができる事をできる時に気軽に行動できれば良いと思います。

・補足資料を読み、更に本部役員になるのが怖くなりました。会長の負担がほとんど減っていないように思えますし、
人数が減ったことや広報を無くすことにより１人にかかる責任や負担が大きくなっているように見えます。心理的には
２人や３人で活動出来る役職の方が応募しやすいかと思いますので活動の縮小＝人数の削減にはしない方が良いのでは
ないかと思いました。

③来年度PTAに入会する意思はありますか？
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④ご意見などあればお聞かせください。


